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地球上の動物種の約３/４を占めるといわれる昆虫の繁
栄の要因として、翅の獲得が挙げられる。昆虫の翅は実
に見事で多様な形態を呈するが、形成の分子メカニズム
に関しては多くの昆虫において理解が進んでいない。
そこで本研究では、昆虫の翅形成に関する理解を深め

るため、ショウジョウバエにおける研究から翅形成のマ
スター遺伝子として同定されたvestigial（vg）およびVG
と複合体を形成する転写因子をコードするscalloped（sd）
に着目し、ニジュウヤホシテントウ（Henosepilachna
vigintioctopunctata）において両遺伝子（Hv-vg、Hv-sd）
の解析を行った。RT-PCR法によりクローニングした
Hv-vgの塩基配列から推定されたアミノ酸配列は、ショ
ウジョウバエのVGと比較的低い相同性しか示さなかっ
たが、ショウジョウバエにおいて異所的な翅形成を誘導

することから翅形成能を有することが示唆された。さら
に、larvalRNAi法を用いた遺伝子機能解析により、ニ
ジュウヤホシテントウにおいてもHv-vgおよびHv-sdが
翅形成に必須の役割を果たすことが明らかとなり、両遺
伝子の機能が保存されていることが判明した。
ここで予想外にも、Hv-sdのRNAi個体において、蛹脱

皮のプロセスが停止し、致死に至る表現型が観察され
た。以前にショウジョウバエにおいても、中枢神経系で
sdが発現することが示されているが、その機能は明らか
にされていない。そこで、半定量的RT-PCR法により、
ニジュウヤホシテントウ各組織におけるHv-sdの発現分
布解析を行ったところ、脳においてHv-sdが発現するこ
とが示された。これらの結果から、Hv-sdが脳において
蛹脱皮に関する機能を担っていることが示唆された。
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